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研究成果の概要（和文）：　1333年（南北朝期）～1640年代（寛永年間）の記録類を中心とした書物の移動のデ
ータベースを構築した。データベースは「書物の移動」「書物の伝授」「題簽・色紙・短冊・経典類の移動」に
三分類し、データは「移動の発生した年月日」・「書物等の名称」・「誰から」・「誰へ」・「移動（伝授）の
種類」・「依拠史料」・「史料類別」・「記録者」・「備考」等からなる。
　松平文庫の創設者松平忠房の蒐集本の調査データを現在までのところ200点あまり作成した。

研究成果の概要（英文）：The construction of database on movement of books  from the year 1333 to 
1640 era and
the date of books are based on records , documents and diaries.there are three classifications in 
datebase,firstone is "movement of books",second one is "movement of books"and third one is"movement 
of title paper,square piece of high-quality paperboard and so on. And each date has "The date of 
movement""name of books""from who""to who""type of movement""based records""type of records""
recorder""note".The construction of database on 200 books Matsudaira Tadafusa collected.
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１． 研究開始当初の背景 
 過去に行われた二つの科研研究（「室町期
における下賜・献上・進上本の基礎的研究」、
平成 18～20年度、基盤Ｂ、課題番号 183200、
「南北朝期から江戸初期における書物に関
する基礎的研究」、平成22～25年度、基盤C、
課題番号 22520203）によって、中世におけ
る書物移動の実態がかなりの程度把握可能
となった。そうしたときに、中世の書物の移
動の終着駅というべき近世初頭の大名文庫
の形成が自ずと想起されたと言える。そこか
ら、書物の移動と近世における大名文庫形成
がリンクされるのではないかという問題群
が立ち上がってきた。つまり、書物の移動研
究の延長線上に近世大名の蔵書形成がある
と思われたこと、これが研究開始当初の背景
である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は以下の通りである。 
1. 中世～近世初期における古典的書物の
移動状況を掌握すること。その際、依拠
資料は、日記等の記録類に限定し調査を
進めた。 

２.近世における古典籍の一大収蔵庫であっ
た大名文庫の蔵書形成がこの書物の移
動とどう関係しているかを把握するこ
と。 
 以上二点である。 
 
３．研究の方法 
 大きくいって三つある。 
① 1333 年～1620 年代の書物移動のデータ
ベース構築を行うこと。データの依拠史
料は主として記録類に拠った。また、一
度採ったデータが正確かどうかの確認作
業も行った。夏・冬・春にほぼ 5 日間そ
れに費やした。主として前田・渡瀬淳子
で行った。詳しくは、成果である研究成
果報告書に収めたエクセルデータをご参
照戴きたい。各データの記載欄は、「通し
番号（記載方法は、大日本史料データベ
ースと同じ）」・「和暦・年月日」・「書名」・
「誰から（書物の元所有者）あるいは（教
授者）」・「誰へ（書物の現所有者）あるい
は（被教授者）」・「移動の種類」・「依拠史
料」・「出版社その他」・「資料類別」・「記
録者」・「備考」である。「誰から」「誰へ」
の中身は、「書物の移動」編と「書物の伝
授」編によって変えた。これによって、
単なる書物の移動ではない、知の伝授も
データベースに組み込むことができた。
「題簽・色紙・短冊・経典類の移動」を
加えることによって、書物の付属品およ
びかなりの数に及ぶ経典類もデータベー
スに入れることができた。 
 
② 科研に関する研究会を年に二回ほど開催
した。内容は１，書物の移動等に関する
研究発表（各回二人、年間 4 人、四年間

で 8 人が発表した。その後、学会で発表
した人も多い）、２，データベースの進捗
状況報告。これによって足りないところ
などが把握でき、追加調査などを揚水す
ることが可能となった。３，現地調査報
告などをおこなった（次回の調査日程も
ここで決まった）。この研究会によって、
代表者・分担者・協力者は、科研研究の
問題意識を全員で共有したばかりか、研
究会等を通して相互に切磋琢磨すること
が可能となった。協力者から、三名もが
大学等の研究職を得たのは決して偶然で
はない。 
 
③ 毎年、8 月の盆過ぎに二泊（あるいは三
泊）の予定で、島原市にある肥前島原松
平文庫におもむき文庫形成大名である
松平忠房の蒐集本（尚舎源忠房印があ
る）を分担者・協力者と共に調査し、デ
ータ化していった。その他、代表者・分
担者は他にも熊本の永青文庫（細川幽
斎）、仙台の伊達文庫（伊達吉村）や臼
杵の稲葉家文庫（稲葉擁通）の調査も行
った。多くの大名文庫を見ることが主目
的であるが、例えば、伊達文庫と松平文
庫には蒐集書目として共通点が多いし、
永青文庫にあってもよい、細川家ゆかり
の書物が稲葉家文庫にあったりして、大
名間のネットワークを知るよすがとな
った。他の文庫はまだまだ調査が始まっ
たばかりである。 

 
４．研究成果 
3 月に『室町～江戸初期における書物移動
と大名文庫の蔵書形成に関する総合的研究』
という研究成果報告書を刊行した。 
内容は、１，研究成果報告、２，1333～1620
年代の書物の移動データベース（内容的に
「書物の移動」・「書物の伝授」・「題簽・色紙・
短冊・経典類の移動」に分類した）、約 10500
データ、267 頁、３，肥前島原松平文庫の忠
房蒐集本データ約 200 件、18 頁、全 299 頁で
ある。 
書物の移動データベースについては、まだ
完全に調査し終えていない史料（『蔭涼軒日
録』など）があり、奥書も一部しか採ってい
ないという瑕疵があるけれども、一応、中世
の約三百年間の書物の移動、書物の伝授等は
把握できたと言ってよい。言うまでもないが、
かかる試みはこの科研が日本で初めてであ
る。 
他方、肥前島原松平文庫の方については、
まだまだといった現状である。毎年、総勢四
～五名で調査を行っているが、それでも、せ
いぜい各回 50 点くらいしか調査できないた
めに、報告書にも 200 点余りしか載せられな
かったからである。松平忠房が蒐集した書物
の全体量はほぼ900点くらいである。よって、
こちらの調査は今後も新しい科研で継続調
査をすることになっている。 



最後に、『書物の移動データベース』は、
記録類の再チェック後、勉誠出版から単行本
として刊行することになっている。その際、
科研メンバーによって、書物の移動をテーマ
にした研究論集も同出版社から刊行する所
存である。 
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